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成果の概要／澤村信宏 

1. 国際会議について 

 アジア環境資源経済学会 (The Asian Association of Environmental and Resource Economics: 

AAERE)の第 14 回年次大会が、中華人民共和国北京市中国人民大学において開催された。会議

は 2025 年 8 月 26 日(火)～27 日(水)の二日間の日程で開催され、主に東アジア地域からの出席

者が研究結果の発表を行った。同会議は環境に関して、生物多様性から気候変動まで幅広い分

野を扱っており、様々なバックグラウンドを持つ研究者が本会議において有意義な議論を行っ

た。来年は同学会と提携関係にあるヨーロッパや米州の学会と 2026 年 6 月～7 月の間にポルト

ガル共和国リスボン市において国際会議を共催する予定である。 

 

2.参加の成果 

 本国際会議において小生は博士課程研究のサブテーマである”National Allocation of Carbon 

Dioxide Emissions from International Shipping”に関して、口頭発表を行った。同研究は貿易量の増

加や世界経済の成長により、増加の一途をたどる国際海運からの温室効果ガス排出量に国際社

会はどのように対応したらよいかに焦点を当てている。具体的には、国連気候変動枠組条約に

おいて議論されている国際海運から排出される二酸化炭素の国別割当て策をもとに国別に順位

付けを行い、その上で、貿易データ等と対比しながら、どの国がどの程度の負担を負うべきか

の考察を行った。口頭発表後、出席者から有意義な質問及びコメントを頂いたので、そこから

得られたフィードバックをもとに同研究を今後さらに研鑽して行く予定である。 

 

3.謝辞 

 この度、御財団から助成金を頂き、本国際会議に出席し、小生の研究結果を発表することが

できた。世界的に物価が上昇し、海外の国際学会に参加することが経済的に困難な中、このよ

うな機会を与えてくださった御財団への深い感謝の気持ちをここに表明する。 
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